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報告者 ⼤村⾕菜々 
 
1．⼤会名  第 77 回南九州四県対抗バスケットボール⼤会 
 
2．期⽇   令和 5 年 4 ⽉ 22 ⽇（⼟）、23 ⽇（⽇） 
 
3．会場   男⼦会場：⼭⿅市カルチャースポーツセンター（⼭⿅市熊⼊町 416） 
       ⼥⼦会場：⿅本体育館（⼭⿅市⿅本町来⺠ 722） 
 
4．派遣者  上⼭ 正智、⼭中 萌⾐、⾕⼭ 広樹、⽯⾕ 裕貴、 

坂之上 拓也、⽇⾼ 煌我、⼤村⾕ 菜々（以上７名） 
 
5．担当試合  
 【22 ⽇】⼥⼦ 

① 熊本国府（熊本 2）− ⽇章学園（宮崎 2） 
C C：⽇野 祐介〈⼤分〉 U1：⼤村⾕ U2：松浦 由依〈宮崎〉 

② ⽇章学園（宮崎 2）− 明豊（⼤分 2） 
C C：古閑 和也〈⼤分〉 U1：⼩⽥ 祐造〈宮崎〉 U2：⼤村⾕ 

 【23 ⽇】⼥⼦ 
③ 慶誠（熊本 1）− ⼤分（⼤分 1） 

C C：⼭中 萌⾐〈⿅児島〉 U1：井元 誠〈熊本〉 U2：⼤村⾕ 
 
6．ゲーム 

① 熊本国府（熊本 2）− ⽇章学園（宮崎 2） 
PGC では新ルールの確認を中⼼に⾏い、3PO のメカニクスやプライマリについて
の確認を⾏った。1Q の出だしは各々のプライマリで起こった現象について、それ
ぞれが明らかなものを取り上げられていたが、その中でインサイドのオフボール時
のポジション争いや、ショットに対するブロックの場⾯において、⽇章学園が受け
たコンタクトに対しての整理ができず、コールできないケースが積み重なり、結果
としてベンチのフラストレーションを蓄積させてしまうこととなった。 
2Q の中盤、⽇章学園の攻撃の際、⾃分がリードにいる時に左ウイングからインサ
イドへのパスが通り、振り向きざまにショットに向かった⽇章５番に対し、国府６
番がシュートブロックをした。映像で確認すると明らかに国府６番のブロッキング
であったが、チェックアウトができていなかったがためにプレイを最初から最後ま



で⾒届けることができずにコールができなかったケースが代表的な例である。ハー
フタイムの時にクルーでセンタープレイのところをきちんと整理しなおそうと会
話したものの、前半でテンポセットができていればまた違ったゲーム展開となった
可能性もあると反省。 

   

  
 

② ⽇章学園（宮崎 2）−明豊（⼤分 2） 
ファーストコールで C ⼩⽥さんとダブルホイッスルとなってしまった。プレイは
C サイドからのスタートであったため、リードポジションにいた⾃分は鳴らすべき
ではなかったと思い譲ったが、プライマリである C ⼩⽥さんがファウルをしたプ
レイヤーをロストしてしまったことに気づかず、コミニュケーションをとることが
できなかった。T O からの問合せがあった為、確認できて事なきを得たが、クルー
とのアイコンタクトやコミニュケーションをもっと取って⾏かなければと感じた。 
その反⾯、チェックアウトに関して前試合の反省を活かせたところもあり、4Q 
0554 にて C サイドからのポストアップに対するプッシング（※１）と、0508のペ
イント内のホールディング（※2）をコールすることができた。（どちらもオフボー
ル時に⾯取りを⾏い、パスが⼊るタイミングでのファウル）今までボールウォッチ
ャーになりがちで、ボールから⽬を離す勇気がなかったが、オフボールでのやり合
いに対しての判定の重要性に気づけたゲームでもあった。 
 
 



※１ 

  

 
※2 

  

  
 

③ 慶誠（熊本１）−⼤分（⼤分１） 
各県１位同⼠のカードであったが、前⽇	及び C	C⼭中さんのスカウティング通り、
両チーム共、キーマンを中⼼としたゲーム展開となった。その為全体としては視点
を絞ることができ、ポイントを押さえて⾒ることができたと考える。	



ただ、慶誠には留学⽣選⼿が在籍しており、その選⼿に対するディフェンスの仕⽅
をきちんと整理できていたかがこの試合の１番の課題となった。ビッグマンに対す
る守り⽅（例えばボックスアウト時に腰の位置に⼊り込む、等）について、リーガ
ルかどうかもう⼀歩引いてみることができれば、結果としてはノーコールであった
としても、もっと選⼿が納得がいく判定になっていたかと考える。	

 
 
６．所感 
 今回、初めて県外の上位⼤会への派遣という経験をさせて頂きました。 
 各県トップレベルのゲームを担当でき、課題も多く⾒られますが、まずは  

そのようなゲームを任せて頂いたこと、クルーの皆様と協⼒して１試合１試合を 
⼤きなトラブル、怪我等なく終えられたことに感謝したいと思います。 
また県外審判員の⽅々とのコミュニケーションや情報交換なども⾮常に 
有意義であり、貴重な経験をさせて頂きました。 
課題としていたチェックアウトについて、まだまだな所はありますが、 
「こういうことか」というところを掴めた場⾯もありました。 
ここで掴んだ感覚を⼤事にして、今後の審判活動において更なる改善ができる様、 
研鑽を積んで参ります。 
今回の経験は県内へ還元し、まずは国体へ向けて微⼒ながら⼒になれるよう、 
⾃分にできることを精⼀杯やっていきます。 
派遣頂きました、⿅児島県バスケットボール協会をはじめ、原⽥審判委員⻑、 
本⼤会へ関係されるすべての⽅々に深く御礼申し上げます。 
ありがとうございました。 
 
以上、御報告とさせて頂きます。 


